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◆本件のポイント  

・山陰研究交流会では、毎月 1 テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすくご紹介する 

・文化庁が認定する「日本遺産」について、「世界遺産」との違いなど、その制度についてわかりや

すく解説する 

・具体的に島根県のふたつの事例（出雲市、大田市）を取り上げ、「日本遺産」が観光の場でどのよ

うに活用されているのか、その実践例を取り上げる 

 

◆本件の概要 

2025 年度山陰研究交流会を開催します。毎月 1 テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすく

ご紹介していきます。1 月は福井 栄二郎 准教授(島根大学法文学部)が「山陰のこれからの観光

について—日本遺産の活用と観光のまなざし」をテーマに発表いたします。 

 「日本遺産」は文化庁が認定する制度で、地域の文化財を保護するだけでなく、積極的に活用す

るためのものです。そのために各地域の魅力や特色を「ストーリー」としてまとめ上げ、国内外に発

信することが求められます。本発表では、出雲市、大田市の事例を取り上げ、いかに地域の実践に

活用されているのかを紹介します。 

 

◆概要内容 

【日    時】令和８（2026）年１月 28 日(水)  16：00～17：30 

【テ ー マ】山陰のこれからの観光について—日本遺産の活用と観光のまなざし 

【発 表 者】福井 栄二郎 准教授(島根大学法文学部) 

【開催方法】ZOOM によるオンライン(要事前申込み) 

 

◆本件の連絡先 ※[at]は＠に置き換えてください 

島根大学 法文学部 山陰研究センター 

電 話：0852-32-9833 / メール：admin-src[at]soc.shimane-u.ac.jp 

案内 HP: https://www.src.shimane-u.ac.jp/docs/2025091700019/  

 

 

 

 

◇その他  

取材につきましてはミーティング URL をご案内いたしますので連絡先にご連絡ください。 

開催前日や対面での取材につきましても対応いたします。 

 

【添付資料：  ■あり（ １ 枚 ） 】 
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